
横浜天声キリスト教会　　週報　第 11 巻 29 号（No.337）　　2016 年 7 月 17 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　マタイ 14:29 -32　･････御言葉に耳を傾け心を主に向けましょう。

*賛美　･･････････････････ 　５３番

*交読文　････････････････ 　１２番

*使徒信条　･･････････････会衆一同

*頌栄　･･････････････････ 　１７５番

礼拝のための祈り　･･･････ １部：渡辺和歌子 働き人　　２部：小林美之 働き人

賛美　･･･････････････････ 　４８７番

メッセージ　･･････････････ 追え、必ず追いついて救い出す事が出来る(１サムエル記 30 章)

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･･････････････････ 　４８４番

献金感謝の祈り　････････ パスター

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

祈祷課題

・この教会が天の声、すなわち御言葉なるキリストに聞き従い、御心を行う教会であるように

・兄弟姉妹達が御言葉をたくわえ、昼も夜も口ずさみ、出るにも入るにも祝福されるように

・聖霊に満たされ、弟子の舌が与えられ、大胆にキリストを伝えられるように

・主を愛し、御言葉に忠実な、御霊に満ちた働き人、70 名が与えられるように

・病、貧しさ、悲しみ、捕われの内にある兄弟姉妹のいやし、慰め、解放のために

・終末の災い（戦争、地震、飢饉など）に実際に直面している世界の兄弟姉妹達のために

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

まことに＿＿はあなたによって敵軍を打ち破り、わが神によって城壁をとび越え

ることができます。この神こそ、その道は完全であり、主の言葉は真実です。

主はすべて寄り頼む者の盾です。主のほかに、だれが神でしょうか。＿＿の神の

ほかに、だれが岩でしょうか。神は＿＿に力を帯びさせ、＿＿の道を安全にされ

ました。神は＿＿の足をめじかの足のようにされ、＿＿を高い所に安全に立たせ、

＿＿の手を戦いに慣らされたので、＿＿の腕は青銅の弓をもひくことができます。

あなたはその救の盾を＿＿に与え、あなたの右の手は＿＿をささえ、あなたの助

けは＿＿を大いなる者とされました。あなたが＿＿の歩む所を広くされたので、

＿＿の足はすべらなかったのです。＿＿は敵を追って、これに追いつき、これを

滅ぼしつくすまでは帰らなかったのです。（詩篇18:29-37）

メッセージ概要

　ダビデは、自分や部下達、家族達の生活の保証を得たいと恐れるあまり、礼拝の場所を離れ、弱肉強食

の地・ペリシテへ身を投じ、そこの王アキシュに気に入られるために偽りと略奪、殺戮の日々を送っていた

が、ついにその報いが自分の身に追いつき、イスラエルに刃を向けに行かなくてはならなくなってしまった。

御言葉から離れ、世に取り入ろうとするクリスチャンは、必ずダビデのこの葛藤に陥る。しかしその中からで

も、自分のどうしようもない弱さや罪を後悔し、悔い改め、主に助けを求めるなら、主は助けて下さる。

　ダビデ達がアキシュと一緒に出陣した時、ペリシテの領主達はダビデを見て一斉に反対した。彼がかつ

て強力な敵将であったから信用ならなかったのだ。そうしてダビデは、神の民に手をかけずに済んだが、

主は、彼の偽りと暴虐の生活そのものを改めさせ、健全な信仰生活へと戻すために、少々  荒治療  をされる  。

ダビデ達が出かけていた間、アマレクの略奪隊の手により彼らの妻子も財産も全て奪われてしまったのだ。

ある日家に戻ってみたら、家が焼かれていて、妻子も、それまで築き上げて来た財産も全部失っていたら、

どうだろう。しかし弱肉強食の世の中で生き残るための騙し合い・奪い合い・殺し合いを続けるならは、い

つそれが自分の身に降り掛かって来るか分からない  。早かれ遅かれ、その刈り取りをしてしまう  ものである。

ダビデの部下達は、怒りの矛先をダビデへと向けた。自分達をミスリードした上司は、死んでお詫びしろと。

ダビデは、偽りと略奪を部下達にもさせ続けた結果、部下達にも、妻子や財産を全部奪われさせてしまっ

たのだ。ダビデの悩みは、どれ程だっただろう。この絶望の極地の時、どうすれば良いか。

ダビデは、主によって奮い立った。『ダビデはアヒメレクの子、祭司アビヤタルに、「エポデをわたしのところ

に持ってきなさい」と言ったので、アビヤタルはエポデをダビデのところに持ってきた。』(７節)
エポデは祭司が主に御心を伺うための道具である。私達キリスト者も、御心を伺うために「祈りや御言葉と

いうエポデ」持っている。不信仰な行いを続け、絶望のどん底に落とされた時こそ、これを活用すべきだ。

『ダビデは主に伺いをたてて言った、「わたしはこの軍隊のあとを追うべきですか。わたしはそれに追いつく

ことができましょうか」。』(８節)　主の答は、  追え、必ず追いつける、必ず救い出す事が出来る  、であった。

私達も、どんな”アマレク”に、大事なものを奪われて来ただろう。ただ悲しんで何も手段を講じずに問題を

放置していてはならない。自身の罪と不信仰を悔い改め、主に伺う時、それが      V      字回復の起点となる  のだ。

ダビデ達は追撃を開始した。それまでダビデを殺そうとしていた部下達は、信仰によって奮い立った彼を

権威に感じ、彼に追随したのだ。状況はとても厳しい。疲れが激しく川を渡れなかった人が２００人もいた。

残り４００人で追わなくてはならない。どこにどのくらいの相手がいるかも分からず、あてども無い。

ただ１つ、「追え、必ず追いついて救い出す事が出来る」という、主の御言葉の約束だけが、燦然と輝いて

いる。そのような時、人の側が力を尽くして出来る所まで御言葉に従順するなら、あとは主が働いて下さる。

主が彼らに送って下さった助けは、一人の「行き倒れ」だった。ダビデ達は、略奪隊を追う途上の、貴重な

時間と食料を裂き、その行き倒れを助けてやった。彼はアマレクの略奪隊の若者で、病気で使いものにな

らなくなったと、捨てられた者だった。私達は、危急の時こそ、憐れみを忘れてしまいがちになるが、  ダビデ  

がかけた憐れみは、１つも虚しく地に落ちた事は無かった。それは、私達も適用すべき  法則  だ。

この一人の行き倒れが、後には、ダビデ達６００人のみならず、その妻子達全員を救ったきっかけとなった。

　ダビデ達が到着した時、略奪隊は戦闘の構えを解き、多くを分捕った故に、地に散り散りになって、飲め

や食えやのお祭り騒ぎをしていた。急襲するにはうってつけのタイミングである。ダビデ達は夕暮れから翌

日夕暮れまで撃ったので、らくだに乗って逃げた４００人の他、逃れた者は一人も無かった。もしダビデが

時間を裂いて若者を助けていなかったら、このタイミングも、この膨大な敵を討取る事も、不可能だった。

　こうしてダビデ達は、妻子を救ったのみならず、  奪われた以上を奪い返し、一転して物持ちになった  。

ダビデの部下で、よこしまな者は、”自分達が”分捕ったものは、一緒に行かなかった者に分けてやる必要

は無いと言ったが、ダビデは”  主が賜った  もの”をそのようにしてはならないと言った  。(21-25節)
主は、憐れみ深いお方である。私達も不信仰ゆえに、礼拝から離れ、世の方法で罪深い事を増し加える

日々を続けるなら、何もかも失ってしまうが、その時、信仰を奮い立たせて主に帰るなら、主は救って下さる。

この素晴らしい主から決して離れる事なく、いつも祝福の王道を歩んでいく皆さんでありますように！

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会  
日曜礼拝

1 部礼拝　　　10:30 賛美　11:00 礼拝

食事/フェローシップ／賛美 　12:30～
2 部礼拝（韓国語通訳有） 　  　14:00

金曜徹夜祈祷会                21:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:30～
水曜礼拝

　1 部                                   　13:00～
　2 部                                   　19:30～

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B 出口を出てまっすぐ徒歩 5分
JR・関内駅より徒歩 10分
京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。

第 11 巻 29 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2016 年 7 月 17 日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　　　　　　パスター：　林和也
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211

Homepage：　http://voh.plala.jp/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp

聖書メッセージを携帯で
聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

